研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　職　種　事務　　　　　　　　　　　　　氏　名　佐々木　政勝

	期　　間　　平成２１年　８月　２７日　～　８月　２８日（2日間）

	出張目的　目的　平成21年度甲種防火管理に関する講習会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	出 張 先　八戸市水産会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

　　　　　　　講習者数150名

　消防法で学校・病院等の一定規模以上の防火対象物の管理について、資格を有する防火管理者を定め防火管理上必要な業務を行うことになっており、病院庶務担当として防火設備管理の知識習得の為、研修に参加しました。

　普段、何気なく見かけている防災用設備も正しい使用方法がわからなければ何の役にも立たないし、定期的な点検が行われてないと、本当に必要な時に正しく作動しません。

　また、防火管理の意識が高い施設ほど災害は少なく、防火管理の意識が低い施設は発生すると大災害になってしまう。普段から意識して災害等に関する危機管理が大切だと思いました。

要旨

【管理が義務づけられている防火対象物】

病院・社会福祉施設等、不特定多数の者が利用する防火対象物を「特定防火対象物」といいます。

収容人員が30名以上の施設は防火管理者を選任し防火管理業務を行わせなければならない。

防火管理者は、年2回の定期的な消火・通報及び避難の訓練を実施しなければならない。

特定防火対象物で300㎡以上のものは甲種防火対象物に該当する。

万一、施設から火災を発生させた場合、防火管理者と防火管理の最終責任を担う管理権原者は、消防法、刑法、民法などさまざまな角度から責任を問われることもあります。

【火災の基礎知識】

消火は、可燃物、酸素、熱源の3要素のうちいずれかを取り除くことにより可能となる。

火災による煙の速さは、廊下等の横方向に流れるより階段等の縦方向への流れの方が数倍速い。

消火器による初期消火は天井まで燃えたら不可能。

病院等、特に人命危険の高い特定防火対象物は出火延焼防止の観点から、カーテン・カーペット等は

容易に着火せず、燃え広がらない防炎性能を有した物品を使用するように義務づけられている。

【防火管理の進め方と消防計画】

防火管理業務は「災害予防管理」と「災害活動管理」に大別され、これらの業務は災害予防管理組織

及び自衛消防組織の両面を整備して推進しなければならない。

消防計画作成にあたっては、地震対策についても定める必要がある。

防火管理者が自らその職責を自覚し、付与された権限を十分に行使して職務を遂行しなければ適正な

防火管理の推進を図ることが出来ない。日頃から自己研磨に努め、消防計画に定められた防火管理対策を従業員等の協力を得て組織的に推進しなければならない。
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